
が
上
梓
さ
れ
た
本
書
は
纒
濟
地
理
楽
界
は
勿
論
一
般
好
學
者
を
稗
釜
す
る
所

少
く
な
い
で
あ
ら
う
。
全
篇
を
六
章
に
分
ち
第
一
章
に
於
て
は
脛
濟
地
理
學

の
本
質
と
職
能
を
論
ず
つ
先
づ
斯
墨
ゐ
獲
達
を
地
理
學
、
経
濟
學
、
實
用
の

三
方
面
よ
り
綜
指
し
、
そ
の
本
質
職
能
に
就
い
て
は
現
代
諸
大
家
の
見
解
を

並
記
し
て
み
る
が
、
纒
濟
地
理
學
は
意
表
に
分
布
す
る
纏
濟
的
丈
化
現
象
を

自
然
環
境
と
纒
濟
人
と
の
聞
に
行
は
る
」
相
互
作
用
の
原
理
に
基
き
、
地
域

凶
に
因
果
的
に
研
究
す
る
文
化
科
學
で
あ
る
と
な
し
て
み
る
。
第
二
章
は
纏

濟
地
域
論
で
主
と
し
て
デ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
に
從
っ
て
諸
種
の
地
域
設
定
法
を

述
べ
た
る
後
國
家
叉
そ
の
聯
合
で
あ
る
纏
濟
プ
ロ
ツ
ク
の
如
き
政
治
的
匿
劃

に
よ
る
を
最
も
便
宜
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
第
三
章
の
生
蓬
地
理
は
立
地
に
幽

す
る
諸
問
題
を
解
説
し
た
る
後
壁
、
林
、
牧
、
水
薩
、
鑛
、
工
の
各
部
門
に

亙
っ
て
要
領
よ
く
概
説
さ
れ
て
る
る
。
第
四
章
は
商
業
地
理
で
最
も
多
く
の

頁
を
之
に
費
さ
れ
、
貿
易
の
諸
問
題
を
纒
濟
地
理
の
立
場
か
ら
明
快
に
論
述

さ
れ
た
Q
第
五
章
は
交
通
地
理
で
陸
上
、
水
上
、
塞
中
の
交
通
、
港
灘
等
が

論
ぜ
ら
れ
、
第
六
章
は
人
口
の
分
布
と
移
動
に
就
き
、
人
口
地
理
、
聚
落
地

理
、
植
民
地
理
的
考
察
が
な
さ
れ
て
る
る
。
こ
の
最
後
の
節
は
植
民
護
向
の

型
を
フ
エ
ニ
シ
ア
・
ギ
リ
シ
ア
型
、
ロ
ー
マ
型
、
ゲ
ル
マ
ニ
ヤ
型
、
モ
ン
ゴ

ー
ル
・
タ
タ
ー
ル
型
、
シ
ナ
型
、
ニ
ッ
ポ
ン
型
に
分
類
し
て
述
べ
た
も
の
で

最
も
濁
創
に
富
ん
で
み
る
。

　
署
者
は
序
文
に
、
本
書
は
現
代
の
纒
濟
地
理
學
に
於
け
る
中
庸
な
る
學
読

を
甲
易
に
紹
介
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
誰
遜
さ
れ
て
る
る
が
、
各
駈
に
著
者
の

識
見
や
蔑
蓄
の
ひ
ら
め
き
が
感
ぜ
ら
れ
る
。
行
文
準
易
、
明
侠
、
活
宇
の
大

き
さ
、
囲
版
の
紐
み
方
何
れ
も
適
當
で
氣
持
が
よ
い
。
（
菊
判
二
四
三
頁
、

報

定
儂
二
二
〇
銭
、
地
人
書
館
護
行
）
〔
米
倉
）

ヨ
累

報

謹
聴

　
○
京
都
帝
國
大
藩
文
墨
部
史
選
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
年
度
講
義
題
日

　
正
　
　
麟
　
　
臼

　
　
醗
　
　
　
　
　
下

燃
　
田
　
教
　
授
　
愚
図
概
設
（
第
一
部
）

申
村
（
直
）
助
教
擾
　
國
史
概
論
（
第
二
部
）

特
殊
西
田
教

艘
智

普
通

特
殊

藤
助
教

授
｛
舞
阪
鱗
節
）

授
蔽
承
認
の
の
難

三魚鼓：

最澄N
講講講

師師斗

出
雲
路
講
廓

西
田
　
教
頭

　
　
棄
　
　
洋

弱
田
教
授

那
波
助
教
授

糖
蜜
事
績

那
波
助
教
授

臼
太
・
先
佳
民
族
の
研
究

室
町
幕
府
と
諸
豪
族

劇
導
通
吏

有
職
一
穂

日
曝
思
想
史
の
研
究

東
洋
史
概
説
（
第
一
部
）

東
洋
史
概
説
（
第
二
部
）

課
方
に
於
け
る
晒
人
の
活
動

三
代
に
行
は
れ
た
る
外
鰐
風
俗

餓
〃
二
十
－
一
巻
　
第
「
繭
二
號
　
　
　
晶
ハ
七
一

　
　
二

　
　
二

　
　
二

　
　
一

　
　
二

　
　
一

（一

ﾜ
）

　
　
二

　
　
二

　
　
二

　
　
二二二二二
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鴛

　
　
杉

　
　
三

　
　
濱

演
習
羽

普
通

醤
殊

演
習

普
逼

特
殊

原
　
　
教
擾

時
野
谷
籔
擾

時
野
谷
教
擾

原
（
随
）
教
擾

千
代
田
講
廓

井
上
講
師

梅
原
助
教
授

時
野
谷
教
授

　
随西田田品本籍燐
り

教　敏i致講講講講
　洋
擾　授授諦師君肺

原
（
鑓
）
教
擾

　
　
史
畢

原
（
随
）
教
授

　
　
地
　
　
理

、
小
牧
助
教
授

．
中
籾
（
新
）
教
授

小
牧
助
教
擾

報

六
朝
時
代
史

清
の
太
租
の
蒙
古
経
略
　
、

安
南
史

朝
鮮
通
掛

東
亜
上
代
の
美
術

東
洋
史
の
諸
問
題

吏酉
洋
史
概
説
（
第
一
部
）

西
洋
史
概
説
（
第
二
部
）

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
問
題
の
推
移

希
臓
政
治
面
骨
史

第
十
入
世
紀
の
史
學
史

（
三
〇
）

（
四
〇
）

（
二
〇
）

　
二

　
二

　
二

　
ニ

　
ニ

　
ニ

　
　
一

（
三
〇
）

羅
馬
共
和
政
時
代
の
政
治
的
泣
男
的
獲
展
ご

ク
リ
ー
ト
の
考
古
墨
・
的
遺
蹟
遺
物
　
　
　
二

第
十
入
、
九
世
紀
西
洋
政
治
史
上
の
重
要

問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ギ
リ
シ
ャ
精
…
紳
…
の
研
け
來
　
　
　
　
　
　
　
二

研
究
法史

學
研
究
法

畢地
理
學
通
論
（
第
一
部
）

地
理
學
通
論
（
第
二
部
）

海
岸
の
地
理
學
的
研
究

一二二二

第
二
十
　
巻
　
　
第
去
一
號
　
　
　
六
・
七
二

　　　　　　　　蜜濃　讐普　實演
　　　　　　　　習習　殊蓮　．習習

M　宇宮柴申　　梅濱梅濱濱　小小田小
田東野、醐村國副原田原田購牧牧暢
　　　　　助　　 助　助　　　助助
教洋講講講数　 瀦教教教激教古教教講講
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　　　　　　　目

　
　
那
波
助
教
擾

　
　
　
　
西
　
　
洋

講
讃
時
野
谷
教
授

地
宝
器

植
民
地
理
學
及
び
満
帯
地
理

丙
外
地
誌
演
習

地
理
學
實
習

畢考
古
學
概
説

東
距
上
代
の
美
徳

ク
リ
ー
ト
の
考
古
學
的
遺
跡
遺
物

考
古
墨
・
の
諸
問
題

考
古
學
實
町

史拝
載
古
文
書
學
概
論

臼
本
近
世
史
料
解
熱

瀞
舐
更

瀞
道
研
究

史東
洋
史
籍
断
腸

皮ズ
9
昂
ρ
⊆
）
葭
象
の
酎
℃
。
島
M
2
含
弩

嵩
O
窟
興
¢
昌
O
窪
。
ζ
O
び
停
⑦

地
　
　
理
　
　
畢
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一

　
　
二
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ﾜ
）
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五
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小
野
講
肺
濁
逸
地
理
書
馬
丁
、
　
　
　
　
一

　
考
　
古
　
畢

濱
田
教
授
考
古
學
英
君
講
讃
　
　
　
　
　
　
一

　
美
　
術
　
更

源
　
　
講
　
　
師
　
日
太
彫
刻
更
（
哲
學
科
講
義
）
　
　
　
　
　
二

　
佛
　
激
　
箆

禿
氏
講
師
日
本
佛
教
史
（
哲
學
科
講
義
）
　
　
二

　
英
　
　
　
語

中
西
三
三
冨
●
≧
昌
。
算
国
馨
脇
冒
9
賦
駐
琴
　
二

掛
m
露
9
μ
講
肺
ノ
＜
●
頃
西
鵠
銭
。
・
。
一
y
》
℃
。
g
冒
国
Φ
轟
写
巳
・
二

　
猫
　
　
　
語

石
川
講
師
柏
谷
震
洋
編
、
初
級
用
御
逸
小
文
典

　
　
　
　
　
（
第
一
回
）
＝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

雪
山
回
三
日
Q
Q
8
N
β
り
鶏
の
。
旧
営
§
。
】
憂
8
郎

　
　
　
　
　
（
第
二
図
）
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

石
川
講
師
煽
餌
一
目
㎝
O
窪
肖
○
。
。
・
。
跨
寓
讐
『
巷
㈹
戸
二
同
創

　
　
　
　
　
α
q
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H
簿
（
同
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語

鍵
講
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舞
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蟻
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黒長

田露国

講　講
　育
師ピ回

報

語概
語
初
歩

敏
育
學
概
論
（
醤
蓼
科
講
嚢
）

0
史
學
研
究
會

二

（
四
〇
）

　
例
露
　
五
月
十
六
溺
（
土
）
午
後
一
時
牛
よ
り
文
學
部
陳
列
館
第
一
教
室
に

於
て
そ
の
講
演
あ
り
、
午
後
五
時
頃
墨
書
Q

　
一
、
遼
代
に
於
け
る
都
市
の
獲
達
　
　
　
　
　
．
　
　
秋
貞
宗
蓬
氏

　
（
全
交
追
て
本
紙
上
に
掲
載
す
べ
き
に
つ
き
梗
概
を
略
す
）

　
一
、
腿
史
意
識
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
書
岩
男
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
　
　
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
歴
史
意
識
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
先
づ
討
論
酌
な
も
の
・
非
合
理
的
な

ヘ
へ

も
の
が
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
此
の
故
に
、
例
へ
ば
現
蜜
を
永
遠
化
し
合
理
的
な
も
の
を
定
在
と
考
へ
た

古
代
ギ
リ
シ
ャ
人
や
、
ま
た
現
實
を
否
定
し
て
被
岸
・
永
遽
を
求
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
歴
史
的
世
界
か
ら
逃
噛
し
た
層
古
代
イ
ン
ド
人
に
於
い
て
は
、
當
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
へ
　
も
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

歴
史
意
識
が
目
薬
落
し
て
み
た
。
之
に
序
し
て
、
榊
の
も
の
と
ケ
ー
ザ
ル
の
も

への
と
の
…
封
立
冶
合
理
的
な
憩
と
非
合
理
的
な
人
聞
意
欲
と
の
交
錯
を
考
へ
罪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

の
…
観
念
を
看
う
た
ヘ
ブ
ラ
イ
入
や
、
現
世
的
な
も
の
と
天
上
的
な
も
の
射
天

の
道
と
人
の
蓮
の
交
流
を
考
へ
た
古
代
支
那
人
に
於
い
て
始
め
て
歴
史
意
識

が
成
立
し
た
。
勿
論
、
ヘ
ブ
ラ
イ
思
想
は
薩
線
的
で
あ
り
且
つ
そ
れ
に
と
っ

て
は
終
末
観
が
，
歓
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
の
に
亡
し
て
、
支
那
思
想
は

圓
環
的
で
あ
り
、
ま
た
前
者
が
ド
宗
教
的
で
あ
る
の
に
心
し
て
後
者
が
倫
理
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
も

で
あ
る
と
云
ふ
様
な
特
質
が
考
へ
ら
れ
る
が
、
然
し
偲
れ
に
し
て
も
、
彼
岸

　
　
　
　
　
　
　
餓
翌
望
T
…
巷
　
第
一
二
號
　
　
　
轟
ハ
七
四

　
も
も
も
　
　
　
も
も

へ的
な
も
の
と
現
實
と
の
交
錯
す
る
と
こ
ろ
に
「
三
更
意
識
」
が
考
へ
ら
れ
る
の

で
あ
る
℃

　
ヘ
ブ
ラ
イ
思
想
と
の
關
係
に
於
い
て
r
考
へ
ら
れ
る
巾
世
の
歴
更
意
識
に
於

い
て
は
、
瀞
の
意
志
が
糠
蝦
と
な
っ
て
み
た
が
、
近
世
に
於
い
て
は
そ
の
「
瀞

　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ユ
マ
ニ
イ
デ
イ

の
意
志
」
に
代
っ
て
「
入
聞
牲
」
が
中
心
に
考
へ
ら
れ
て
る
る
。
此
の
鮎
に
於

い
て
そ
九
は
ヘ
レ
一
一
ズ
ム
思
惣
の
復
活
と
云
へ
る
が
既
の
フ
マ
二
胡
ス
が
、

漸
次
純
粋
化
せ
ら
れ
、
企
く
入
前
的
な
も
の
の
み
を
意
昧
す
る
こ
と
に
な
っ

て
く
る
。
そ
こ
で
フ
マ
ニ
タ
ス
と
云
ふ
超
越
的
原
理
と
現
實
と
の
交
錯
ー
ー

そ
こ
に
近
代
の
雁
史
意
識
が
考
へ
ら
れ
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
は
ヘ
ー
ゲ

ル
の
歴
史
誓
學
で
あ
り
、
そ
れ
は
入
聞
の
中
に
あ
り
つ
瓦
人
闘
を
一
歩
越
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
　
　
も
　
ヘ
　
へ

る
も
の
を
考
へ
る
。
新
カ
ン
ト
派
に
於
い
て
は
、
軒
並
露
な
竜
の
と
永
蓬
的

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ

へ
ぶ
も
　
　
ヘ
ヘ

　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

な
も
の
・
相
勢
的
な
も
の
と
絶
罫
的
な
も
の
と
の
御
立
が
考
へ
ら
れ
て
る
る
Q

　
斯
く
て
、
お
よ
そ
歴
史
意
識
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
現
疲
的
・
蒔
間
的

な
も
の
の
み
で
は
充
分
で
な
く
、
ま
た
反
樹
に
超
越
的
・
永
長
酌
な
も
の
！
一

こ
れ
を
「
直
し
と
な
す
か
、
「
倫
理
酌
な
も
の
」
と
す
る
か
、
「
自
由
し
と
考
へ
る

か
、
叉
は
そ
の
他
の
飼
も
の
か
と
考
へ
る
か
ほ
歴
史
的
に
攣
化
す
る
が
、
い

つ
れ
に
し
て
も
斯
か
る
超
越
的
・
永
遽
酌
な
も
の
一
の
み
で
も
充
分
で
は

な
い
。
既
の
爾
者
の
交
錯
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
地
上
的
な
も
の
・
人
間
的

な
も
の
・
動
物
的
な
も
の
と
、
之
に
饗
し
て
憩
・
自
殺
。
フ
マ
ニ
タ
ス
が
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
し
、
此
の
爾
嚢
は
無
媒
介
的
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
何
ら

の
關
聯
も
な
し
に
存
す
る
の
で
ほ
な
い
。
天
・
瀞
・
即
断
的
な
も
の
等
も
、
實

は
動
物
的
な
も
の
の
う
ち
に
存
す
る
の
で
あ
る
。

　
入
聞
的
な
も
の
で
も
な
く
、
騨
の
も
の
で
癒
な
い
ゆ
同
時
に
辛
れ
ら
で
あ

（　L）・28　）



っ
て
、
そ
れ
ら
で
は
な
い
一
か
玉
る
も
の
と
入
聞
意
識
と
の
交
錯
す
る
と

こ
ろ
に
、
歴
史
意
識
が
生
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
○
讃
　
　
史
　
　
會

　
六
月
重
三
　
六
月
九
H
（
火
）
午
後
七
時
よ
り
一
三
會
館
に
於
て
二
一
、
西

田
教
授
、
中
村
・
藤
爾
助
教
授
、
柴
田
三
三
を
初
め
四
十
名
出
席
、
先
づ
柴

田
講
師
よ
り
讃
史
會
の
溜
箪
に
つ
き
御
設
明
が
あ
っ
た
後
、
左
の
如
き
研
究
、

獲
表
並
び
に
御
講
話
が
あ
り
、
最
後
に
西
田
教
授
の
御
感
想
を
伺
っ
て
午
後

＋
時
牛
肉
會
。

　
鳳
、
碍
本
先
佳
民
族
の
表
現
性
に
つ
い
て

一
、
山
　
椀
記
の
著
者
に
就
い
て

一
、
談
話

一
、
能
出
座
の
江
戸
止
佳

二
圃
生

三
回
生

三
画
生

羽
田
忠
正
疑

木
越
　
宏
氏

高
谷
重
夫
氏

中
村
直
勝
先
生

　
　
　
　
○
西
洋
史
讃
書
會

　
例
盧
　
本
年
度
第
一
圃
例
會
は
二
回
生
諸
君
の
懸
迎
會
を
象
ね
五
月
七
臼

午
後
六
時
よ
り
京
都
ア
パ
ー
ト
に
撃
て
開
…
催
、
一
同
食
堂
に
於
て
晩
餐
を
共

に
し
た
る
後
、
先
輩
諸
兄
の
談
話
あ
り
十
時
散
會
、
出
席
岩
、
時
野
谷
、
原

爾
教
授
を
始
め
二
十
四
名
Q

　
　
　
○
地
理
學
談
話
會

例
盤
　
五
月
二
十
臼
於
地
理
學
實
奮
室
。

一
、
見
島
離
槻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衣
川
芳
太
郎
氏

山
口
縣
萩
市
の
沖
合
（
北
北
西
、
約
四
十
粁
）
に
位
置
す
る
見
島
に
就
い
て

報

星
行
難
平
に
話
を
さ
れ
た
〇

　
二
、
地
理
學
史
環
談
　
　
　
　
　
　
　
　
蜜
賀
信
夫
氏

　
徳
…
川
時
代
の
地
人
相
關
論
的
な
思
想
の
獲
達
に
就
い
て
述
。
へ
ら
れ
、
そ
の

手
懸
り
と
し
て
、
並
河
誠
所
を
選
び
彼
の
思
想
を
申
心
に
議
論
を
展
開
さ
れ

た
。　

三
、
俘
吹
山
の
一
日
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
田
申
秀
作
氏

　
三
目
肉
の
藥
草
殊
に
モ
グ
サ
に
就
い
て
先
づ
そ
の
雁
史
的
な
護
達
か
ら
旧

き
起
し
、
現
在
も
何
故
伊
吹
山
麓
に
モ
グ
サ
製
三
業
が
維
持
さ
れ
て
み
る
か

と
云
ふ
こ
と
を
説
明
さ
れ
た
。
〔
安
藤
）

　
　
　
　
○
東
洋
史
談
話
會

　
新
入
畢
生
激
単
二
　
五
月
四
霞
夕
　
於
寺
町
い
ろ
は

　
第
五
十
回
例
奮
　
五
月
二
十
五
撮
夕
　
於
學
生
集
會
所

　
金
の
山
西
纒
略
に
就
い
て
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
外
山
軍
治
氏

商
代
獲
跡
於
渤
海
説
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
　
鹿
　
ヨ
氏

○
支
　
那
　
學
　
會

新
入
畢
生
鍛
迎
禽
　
五
月
九
臼
夕
　
於
學
生
迂
愚
所

例
曾
　
五
月
三
十
臼
午
後
二
時
　
於
文
學
部
第
｝
演
習
室

蘇
州
晋
と
支
那
膏
韻
學
者

支
那
旅
行
談

第
二
十
…
巻
第
三
號
　
六
七
五

小
用
環
樹
氏

内
藤
乾
吉
氏

（　・229．）



脅“

鎌

倉

報

○
會
　
員
動
　
静

　
　
　
　
　
入
　
　
　
奮

廣
島
三
三
町
一
四
入
ニ
ノ
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
堀
誠
二
氏

廣
島
文
理
科
大
學
東
洋
史
研
究
室
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
岡
繁
人
氏

同
流
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
東
丈
雄
氏

　
　
（
以
上
鴛
淵
一
氏
紹
介
）

東
京
市
小
石
川
酸
茗
萄
谷
町
一
〇
二
　
木
村
方
　
　
　
　
編
目
宗
吉
氏

　
　
（
玉
高
嚴
氏
紹
介
）

大
阪
市
東
淀
川
颪
長
柄
東
通
一
丁
目
　
鶴
滴
課
内
　
　
　
丸
岡
明
成
氏

　
　
（
野
上
俊
静
氏
紹
介
）

京
都
市
上
京
匠
河
原
町
荒
瀞
口
東
入
杉
本
緬
次
郎
方
　
藤
技
澄
良
氏

京
都
甫
左
京
匠
山
端
上
高
野
上
荒
蒔
野
町
一
〇
　
田
申
安
次
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弘
　
津
　
徳
氏

　
　
（
以
上
田
中
蓬
男
民
紹
介
）

京
都
市
左
京
蒐
岡
崎
西
輻
ノ
川
町
二
五
和
田
卯
之
助
方
岡
本
良
一
氏

京
都
市
左
京
匪
浮
土
寺
南
田
町
一
九
〇
澤
倒
置
吉
方
池
川
聰
飯
氏

長
岡
市
東
瀞
田
町
＝
六
三
　
笠
井
方
　
　
　
　
　
　
若
林
喜
三
郎
氏

京
都
市
左
京
匠
吉
田
二
本
松
町
土
坂
方
　
　

藤
谷
渥
氏

大
津
南
石
煙
寺
邊
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
　
松
　
算
氏

　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
一
巻
　
第
三
號

大
阪
市
北
隈
曾
根
崎
上
四
ノ
五

京
都
市
左
京
匿
吉
田
本
町
五
　
山
鹿
方

京
都
市
右
京
羅
松
尾
井
戸
町

朝
鮮
釜
山
大
騰
町
四
ノ
ニ
五
　
竹
林
方

東
京
甫
品
州
賦
東
大
崎
四
丁
目

　
　
（
以
上
前
川
貞
次
郎
既
紹
介
）

　
　
　
　
　
韓
．
　
居

輻
岡
氏
藥
姫
戸
〇
四

獣
松
市
廣
流
町
三
一
三
武
内
キ
ヌ
方

新
義
州
公
立
高
等
普
通
學
校

浦
沸
國
撫
順
北
纂
　
町
二
丁
目
四
ノ
三

編
岡
市
地
行
菓
町
一
番
二
十
七

　
　
　
　
〇
害
贈
交
換
岡
書
雑
誌
穏
録

黒
霧
美
著
　
顯
國
史
鑛

繹
瓢
虫
著
　
　
法
隆
寺
俗
談

吉
田
十
郎
編
　
　
法
隆
寺
金
石
交

東
洋
文
庫
地
方
志
躊
録

　
　
　
　
　
　
　
四
七
ノ
三
、
四
、
五
、
山
猫

史
學
難
誌

歴
更
地
理

史
　
　
　
學

史
　
　
　
淵

人
類
學
難
誌

愈
會
纏
濟
史
料

六
七
ノ
四
、
五
、
六

一
四
ノ
四
、
　
一
五
ノ
一

十
二

五
一
ノ
三
、
四
、
五
附
録

五
ノ
十
・
二
、
山
ハ
ノ
一

一t凸

，tl

七
，tN

　
　
越
珊
正
啓
氏

　
　
清
原
宜
雄
氏

　
　
笹
川
新
一
氏

　
　
北
村
篤
太
郎
氏

立
正
大
學
膳
史
研
究
會

竹
岡
勝
也
氏

前
島
土
野
氏

税
田
利
秋
氏

久
原
市
次
域

上
野
墜
次
氏

　
吉
絹
弘
交
館

鵤
故
　
郷
　
舎

東
　
洋
　
交
　
庫

東
大
史
學
會

日
本
歴
史
地
理
學
會

　
一
二
田
典
學
曾

九
大
史
學
會

　
東
京
人
類
學
會

　
華
甲
県
単
史
學
會

（230）



考
古
學
難
誌

史
邊
と
美
術

文
　
　
化

難
信
濃

纏
濟
論
叢

國
三
三
難
誌

冠
會
學
徒

青
丘
學
叢

夢
　
　
旧

史
學
研
究

旧
史
學

商
業
と
脛
濟

皇
　
　
學

十一二十四四五三七ニー　　　、　　＝ニ　　ノ　　＝二　　＝：ニ　　ノ　　　ノ　　　ノ　　ブて

、・二、四ノノ三三五ノ
十’ご、四四、、、三
二五●三五、、四四六、
、、 @、：五五、、、四
』卜六　六、、五五七、
三、　　六六　　　五、七
十’
四入
I　N

十九
五、
鵤　 青祉國京三塁史考

北
海
道
纏
濟
史
研
究

國
昆
精
瀞
文
化

蔓
大
交
學

民
族
學
研
究

專
修
學
報

日
本
文
化

瓜
　
　
茄

東
方
學
報

東
洋
史
會
紀
要

八
ノ
一

二
六
、

十
六
ノ
ニ

四
ノ
一

　
　
U

一
ノ
三
、
四

一
ノ
ニ

ニ
ノ
ニ

三五
、
六

三東
京
第
六
冊

一
會
　
　
　
　
報

考
古
學
曾

史
遊
美
術
同
孜
會

東
北
帝
大
文
科
會

信
濃
郷
土
研
究
會

京
大
纏
濟
學
會

國
學
院
大
學

祉
曾
學
徒
就

青
丘
學
會

　
　
　
故
郷
舎

　
　
三
農
三
三
研
究
會

　
　
一
塁
學
會

　
　
長
崎
高
商
研
究
會

　
瀞
寓
皇
學
館

北
海
道
纏
濟
史
研
究
所

國
民
精
瀞
交
化
研
究
厨

　
毫
北
帝
大
短
歌
會

　
　
臼
本
民
挨
學
會

　
知
恩
院
專
修
道
場

　
　
天
理
園
書
館

　
　
奥
村
伊
九
良

東
方
文
化
東
京
研
究
所

　
東
洋
吏
會

町
立
北
準
罫
書
館
々
栞
九
ノ
四

通
　
　
　
報
　
　
三
ニ
ノ
一

鼠
窪
①
戸
ゴ
拓
臼
影
鳥
①
ω
①
一
臣
奉
議
h
二
日
ξ
－

三
三
ω
ン
Q
。
。
”
O
菖
。
忌
鎧
の
。
｝
り
Φ
ω
℃
鎚
。
｝
】
Φ
箒

　
　
　
國
立
北
雪
囲
書
館

　
　
　
　
。
ヘ
　
リ
　
オ
　
氏

男
脱
噛
ン
く
三
乙
一
ヨ
。
7
圏
φ
臥
く
①
議
蕉
答

　
　
　
　
　
　
お
　
　
漸
　
　
り

・
本
號
ほ
紙
数
超
加
の
燈
岬
豫
定
原
稿
の
｝
部
を
「
旦
組
版
し
な
が
ら
次

號
に
ま
は
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
執
筆
者
及
印
刷
所
に
甥
し

悪
し
か
ら
ず
諒
恕
を
請
ふ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
（
編
者
）

第
二
十
－
一
巻
　

第
三
號
　
　
　
↓
ハ
・
七
・
七
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